
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和2年度決算）
石川県珠洲市　珠洲市総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- 7 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 156

許可病床（合計） －

直営 13 - ド 透 訓 救 臨 へ 災 - - 163 【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

- 年度 - 年度 - 年度

- 154

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

13,700 12,865 - 第１種該当 １０：１ 154

Ⅰ 地域において担っている役割
　「市民の心の支えとなる、地域の中核病院に」を病院理念とし
て、医療設備の更新、電子カルテの導入等により、良質な医療、
効率的な医療の推進に努めています。
　また、地域に根ざした医療と健康管理を基盤とした、地域保
健、健康推進活動及びプライマリー・ケアからリハビリテーショ
ン、さらには在宅医療サービスに至る連続した包括的な地域医療
に取り組んでいます。

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28 H29 H30 R01

当該値 97.4 97.5 93.0 94.2 94.4当該値 101.6 101.3 98.1 101.6 105.9 当該値 65.6 75.9 67.0 74.0 66.9当該値 28.2 26.8 30.8 26.5 20.3

平均値 84.2 83.9 84.0 84.3 80.7平均値 96.7 96.6 97.2 96.9 100.6 平均値 69.8 69.7 70.1 70.4 65.8平均値 119.5 116.9 117.1 120.5 124.2

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　本市は過疎化・少子高齢化が進んでおり、本院の患者数も減少
傾向で推移しています。そのような状況下で、①経常収支比率は
黒字であることを示す100％以上となっています。これは新型コロ
ナウイルス感染症対策に係る補助金等の交付により、医業外収益
が大幅に増えたことが要因と考えられます。また②医業収支比率
も類似団体の平均値より良い指標であり、③累積欠損金比率も経
常収支の黒字化により欠損金が減少したことで、僅かに財政の健
全化を図ることが出来ました。
　④病床利用率は、新型コロナウイルス感染症の影響で入院患者
が減少し、利用率も減少となっています。⑤入院患者1人1日当た
り収益はほぼ平均値であり、⑥外来患者1人1日当たり収益は薬の
院内処方を実施していることにより、平均値を大幅に上回ってい
ます。また、⑦職員給与費対医業収益比率、⑧材料費対医業収益
比率はそれぞれ平均値と乖離していますが、これも同じ理由によ
るものであります。

2. 老朽化の状況について

H28 H29 H30 R01 R02 H28 R01 R02 　①有形固定資産減価償却率は類似団体の平均値を上回ってお
り、法定耐用年数を経過した資産を多く保有している現状にあり
ます。
　一方②器械備品減価償却率は平均値を下回っていますが、これ
は令和元年度以降高額医療器械の更新（電子カルテ等）を順次
行っているためであります。
　③1床当たり有形固定資産は平均値を上回っていますが、平成9
年度に新病院が建設されてから23年が経過し、設備更新の費用が
年々増加していることによると考えられます。
　今後も長期的な更新計画に基づき、資産の更新を図っていく予
定であります。

R02 H28 H29 H30

37.4 36.4 36.7 36.5 37.848.4 当該値37,352 当該値

H30 R01H29 H30 R01 R02 H28 H29

平均値 33,492 34,136 34,924 35,788

45.4 46.1 49.7 46.816,192 16,387 15,581 16,642 17,576 当該値

9,976 10,130 10,244 10,602

当該値 31,484 34,385 35,196 35,094

17.5

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性を示す指標は、概ね良好な結果となりま
した。
　令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、入院・外
来患者数ともに減少となり、医業収益も前年度と比べて減収とな
りました。しかし、新型コロナウイルス感染症対策に係る臨時的
な県支出金や国庫補助金の交付があったことから、最終的には黒
字決算となりました。僅かに財政状況の改善が図られましたが、
依然厳しい状況には変わりありません。
　能登半島の先端に位置する本院では、過疎化・少子高齢化に伴
う人口減少は避けられないことであり、今後も入院・外来患者数
の減少傾向は続くものと考えられます。そういった中でも、経営
の効率化を図り、経常収支の黒字化を継続していくことが重要で
あると考えます。
　また、老朽化の状況を示す指標は、老朽化した資産を多く所有
していることが示されており、今後も長期的な更新計画に基づ
き、順次資産の更新を図っていきます。

H28 H29 H30 R01 R02 H28

68.5 平均値 18.7 18.3 17.7 17.511,234 平均値 63.4 63.4 63.7 63.337,855 平均値

H30 R01 R02

当該値 63.3 64.3 65.4 63.8 64.0 当該値

H29 H30 R01 R02 H28 H29

49,514,482 49,912,677 50,483,092 60,006,025 58,217,75566.4 当該値

平均値 52.5 53.5 54.1 54.6

76.0 77.2 77.8 69.2

42,806,72772.9 平均値 37,752,628 39,094,598 40,683,727 41,891,21356.9 平均値 69.7 71.3 71.4 71.7
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【54.8】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.3】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,168,683】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.8】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【58.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【16,778】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【56,733】


